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国税庁が発表した2014年分所得税等の確定申告状況

によると、所得税の確定申告書を提出した人は、前年

比0.2％減の2,139万１千人と、６年連続で減少した。

申告納税額がある人（納税人員）は同1.6％減の612万人、

その所得金額も同3.6％下回る37兆1,054億円と、とも

に３年ぶりに減少した。

申告納税額は、前年を６億円下回る２兆7,087億円と、

微減ながら４年ぶりの減少となった。これは、株式な

どの譲渡所得が前年分に比べ55％減と大幅に減ったこ

とが影響しているとみられている。

所得税申告者のうち、株式等の譲渡所得の申告者は前

年分に比べ14.7％減の93万人７千人と２年ぶりに減少し、うち所得金額がある人は同30.3％減の46万１千人、所得金額は同55.0％

減の２兆1,759億円と、ともに大幅に減少した。これは、前年の2013年末で株式譲渡益への軽減税率の適用が廃止されたことから、

2013年分が“駆込み”で過去最高となった反動とみられている。

一方、贈与税の申告状況をみると、贈与税の申告書を提出した人員は51万９千人で同5.6％増加、そのうち納税人員は36万６千

人で同11.1％増加し、その申告納税額は2,803億円で、同63.1％増と大幅に増加した。

これは、2014年度相続税改正において今年１月から課税ベースが拡大し最高税率も上がったことなどから、2014年は改正前に贈

与する人が増えたとみられている。

所得税申告納税額が４年ぶりの減少
贈与税の納税額が63％の大幅増加

税理士の

贈与税の申告が増加する傾向は、今後も続くと考えられます。20歳以上の者が直系尊

属から生前贈与を受けた場合の税率が、今年の贈与から優遇されているためです。ま

た、直系尊属から住宅取得資金の贈与税非課税枠が拡大されたことによる申告も増え

るでしょう。この税制は、贈与税を支払う必要がない場合でも申告する必要がありま

す。他にも要件がありますので、実行される際は必ず税理士等の専門家に相談される

ことをおすすめします。
税理士　矢部恭章



アベノミクスの効果　事例で紹介
「産業競争力強化法」施行から１年

日本経済を再生し産業競争力を強化することを目的と

した「産業競争力強化法」の施行から１年が経過した機会

をとらえ、経済産業省は同法の関連施策の運用実績とそ

の事例を公表。いわば「アベノミクスの通信簿」として制

度活用した企業名とその成果を紹介した。

▼生産性向上設備投資促進税制――先端設備（Ａ類型）/

証明・確認件数115,470件。生産ラインやオペレーション

の改善に資する設備（Ｂ類型）/4,767件（総額：約３兆401

億円）。昨年12月末時点で既に12万件を超える本税制に

よる質の高い設備投資が見込まれる。税制の後押しで国

内回帰を決断した竹本油脂（海外から愛知県内へ工場移

設）など豊富な事例が特徴。地元密着の中小企業事例で

は、九条ねぎの生産に特化して農業ビジネス展開をして

いる「こと京都」（農業生産法人）は、現在の４倍の広さ

の工場を新設し生産効率の高い設備を新規導入、収益力を向上させた。この投資に伴い20名の追加雇用を実施する。

▼事業再編――事業再編認定件数は10件、特定事業再編計画は５件。三菱重工業は、日立製作所と行った火力発電分野の特定事業

再編に加え、更にIHIと航空機エンジン分野において、両社の強みを活かして効率的な生産体制の確立や高付加価値分野への進出

等の取組を通じ、国際競争力を向上させ持続的成長を目指す再編が行われた。

▼グレーゾーン解消制度は31件認定。

コンサルの

アベノミクスは、デフレ脱却を目指して専ら需要不足の解消に重きを置いてきた「第一ステージ」から、人口減

少下における供給制約を乗り越えるための対策を講ずる新たな「第二ステージ」に入りました。

金融政策への依存は限界にきており、成長戦略によって、潜在成長率を少なくとも２％以上に引き上げること

が不可欠の課題となっています。今後とも経済の好循環を維持し、成長路線を辿っていけるかどうかの鍵は、

地方の活性化と将来への発展に向けた投資にかかっていると言えそうです。

経営コンサルティング事業部

河野真由
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